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令和６年 10 月 29 日(火)羽咋郡市広域圏事務組合消防本部で、令和６年 11 月 26 日(火)

石川県消防学校で開催される、第 43 回石川県消防職員意見発表会の選考会を実施しまし

た。 

消防職員意見発表会は、各消防本部から選抜された消防職員が、業務に対する提言や取

り組むべき課題等について発表し、消防業務の諸課題に関するより一層の知識の研鑽や意

識の高揚を図ることを目的としています。 

選考会には消防士６名が参加し、選考の結果、志賀消防署の山田大輔消防士が当消防本

部の代表発表者として、第 43 回石川県消防職員意見発表会に出場します。発表内容として、

今回の能登半島地震、奥能登豪雨災害の経験から災害現場に立ち向かう使命感と勇気を持

ち続け、子ども達の安全・安心を守るため日々成長し続けることについて発表します。 

 

発表者                                            発表タイトル 

羽咋消防署     栗山 幸輝(くりやま こうき) 消防士 「地域共同の避難訓練あなたは参 

加していますか？」 

     松本 魁清(まつもと かいせい)消防士 「大切な人を守るため」 

     藤澤 悠汰(ふじさわ ゆうた) 消防士 「対策を行動に」 

   中村 旭希(なかむら あさき) 消防士 「災害に備える」 

宝達志水消防署 前谷内捷太(まえやち しょうた)消防士 「安全な災害活動を目指して」 

志賀消防署     山田 大輔(やまだ だいすけ) 消防士 「振り向く先には子供達の笑顔」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

羽咋郡市広域圏事務組合消防本部 

消防職員意見発表選考会を実施 


